

















































人数 ％ 人数 ％
H41109人 1034 93 75 7
H51173人
ユ091 93 82 7


























































年度 利き手 利き目 人数 ％
右 799 71
右











































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
打つ 16 2工 53 7ユ 6 8
投げる 14 19 58 77 3 4H4
書く 62 83 9 ユ2 4 5












人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
打つ 20 24 51 62 11 14
投げる 6 7 71 87 5 6H5
書く 69 84 9 11 4 5

















人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
打つ 22 24 53 60 14 16
投げる 12 13 72 81 5 6
H6
書く 68 76 16 18 5 6































































年度 利き目 右手 左手 右手 左手
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
右741人 412 56 329 μ 336 45 405 55
H41034人
左293人 131 45 162 55 124 42 169 58
右787人 433 55 3別 45 387 49 400 51
H51091人
左304人 150 49 154 51 132 43 172 57
右799人 448 56 351 μ 394 49 405 51
H6n22人


















年度 利き目 右手 左手 右手 左手
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
右34人 13 38 21 62 16 47 18 53
H475人
左41人 21 51 20 49 20 49 21 51
右31人 14 45 17 55 15 48 16 52
H582人
左51人 21 41 30 59 25 41 26 59
右35人 18 51 17 49 17 49 18 5ユ
H689人






























人数 ％ 人数 ％
　右1034人中204 20 98 9
H4
　左75人中 6 8 12 16
　右1091人中135 12 91 8
H5
　左82人中 10 12 17 21
　右1122人中243 22 97 9
H6































■X（㎏） SD ⊥X（㎏） SD
右921人
46．5 6．52 43．5 6．41H4
左63人
44石 6．35 45．7 7．04
右803人
46．2 6．90 43．2 6．38H5
左80人
42．8 6－40 44．9 6．66
　右1021人 48．3 7．48 45．1 7．12
H6
左87人




































































































■X（㎏） SD 1X（㎏〕 SD
右658人
46．6 6．64 43．5 6．67
H4
左259人 462 6λ6 43．2 6．37
右766人
46．0 6．95 42．9 6．29
H5
左274人
4τ0 6．77 43．3 6．93
右734人
48．2 7．56 4L9 7．02
H6
左287人
48．6 7．92 452 7．16
握力（右） 握力（左）
年度 利き目
■X（㎏） SD ■X（㎏） SD
右29人
46－8 7，12 47．7 7．42H4
左34人
42．8 5．03 43．9 6．29
右31人
42．7 5．43 452 530
H5
左49人
42．8 7．00 必．7 7．84
右35人
46．5 τ53 474 7．07
H6
左52人
















































駅 糺 RR　　RLLL LR LLLR
右左　　右左　　右右　　左左
各利き目・利き目聞の左右の邊カ
　　　　　　　　　　　　RR　利き目右の右握力［H5年度］左利き手　　　　　　肌利き目右の左握力
　　　　　　　　　　　　LR　利き目左の右握力（㎏〕（。孔。い。肌。｛。咽LL｛鰯左の左握力
　50
　　　　右左　　右左　　　右右　　左左
　図21各利き目・利き目間の左右の竈カ
　　　　　　　　　　　　RR　利き目右の右握力［H6年度］　　　　　　　　　RL利き目右の左握力　　　　左利き手　　　　　　LR利き目左の右握力
　　　　　　　　　　　　LL利き目左の左握力　（㎏）　（RR－RL〕　（LR－LL〕（RR－LR〕　（肌一LL〕
　50
努。。
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　右左　　右左　　右右　　左左　　　　　　　　　　　　　　　　　右左　　右左　　右右　　左左
　　　図22　各利き目・利き目聞の左右の擾カ　　　　　　　　図23　各利き目・利き目間の左右の担カ
　以上，利き目と握力の関係についてみてきたが，全体的にみると各利き手と握力の関係では有意
な関係が認められたが，利き目と握力の関係では一部に有意な関係が認められるが，利き目による
影響として考えられる十分な結果はみられなかった。
　以上，本研究では利き手に関する基礎的な研究として，利き手と利き目の関連性を中心に利き手
の現状をみようとした。利き手の調査，日常生活の諸動作での利き手の調査，右手優位の杜会で潜
在的左利きの存在をみるための潜在的利き手テストを実施した。その結果，利き手の割合は他の調
査報告と同じ傾向を示しており，右利き手93％，左利き手7％である。利き目の割合をみると，右
利き手では利き目右が約70％，左利き手では利き目左が60％を示した。スポーツや日常生活の場面
で目標を正確にとらえるためには利き手と利き目が一致していることが望ましく，この観点よりみ
RR RLLR RRLR　RLLLL
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ると，両者に有意な関係がみられるそうである。利き手と日常動作の結果では，右利き手の者は日
常のほとんどの動作で右手を機能的に多く使用しており，左利き手の者は左右いずれかの手を機能
的に使用しており，結果として右利き手の者は左手より右手の握力が有意に強く，左利き手の者は
左右の握力に差がないものと解釈できる。潜在的利き手のテストでは，右利き手の者の中に潜在的
左利きを示す傾向がみられ，右手優位の社会の影響が感じられる。
　これらの結果より右手優位の社会の中で，さらに機械文明による省力化の中で左右バランスのと
れた身体活動の必要性をより強く感じている。今後，利き手と利き目の追調査と運動学習場面での
利き手と利き目の関連をみようとしている。
要約
　本研究では利き手に関する基礎的な研究として，利き手と利き目の関連性についてみようとした。
利き手については，日常動作（打つ，投げる，書く，食べる）に関する利き手の調査を実施した。
さらに潜在的利き手テスト（利き目，腕組み，指組み）を実施し，利き手と利き目の関連性をみよ
うとした。握力については，本学スポーツテストの結果を用いた。結果は次の通りである。
　1．利き手の割合
　いずれの年度も同じ割合を示し，右利き手が93％，左利き手が7％の割合である。
　2．利き目の割合
　いずれの年度もほぼ同じ傾向を示しており，右利き手では利き目右が約70％，利き目左が約30％
の割合である。左利き手では利き目右が約40％，利き目左が約60％の割合である。
　3．利き手と目常聰作
　右利き手の者は「打つ」，「投げる」，「書く」，「食べる」の四つの動作にほとんどの者が右手と回
答している。若干の者が「打つ」，「投げる」，で両手利きと答えている。
　左利き手の者は「打つ」で60～70％の者が左手，「投げる」で77～87％の者が左手，「書く」で76
～84％の者が右手，「食べる」で44～53％の者が右手と回答している。
　四つの動作すべて左手と回答した者は，左利き全体の約6％である。
　4．利き手・利き目と潜在的利き手
　右利き手の者は「腕組み」で利き目右が右手55～56％を示し，右手にやや多い傾向がみられる。
利き目左では左手49～55％を示し，わずかであるが左手に多い傾向がみられる。「指組み」では，
利き目右が右手45～49％を示し，右手にやや多い傾向がみられる。利き目左では左手57～58％を示
し，左手に多い傾向がみられる。
　左利き手の者は「腕組み」で，利き目右が左手49～62％を示し，左手に多い傾向がみられる。利
き目左では左手49～70％を示しており，左手に多い傾向がみられる。「指組み」では利き目右が左
手51～53％を示し，左手に多い傾向がみられる。利き目左では左手51～59％を示し，左手に多い傾
向がみられる。
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　「利き目」，「腕組み」，「指組み」三つの動作すべてに右と答えた者は，右利き手で12～20％，左
利き手で8～12％の割合である。すべて左と答えた者は右利き手で8～9％，左利き手で16～26％の
割合である。
　5．利き手・利き目とOカ
　1）．利き手と握力
　右利き手の者は左右の握力間において，右の握力が強い傾向を示し，いずれの年度においても，
その差に有意差が認められる。（P〈．O1）
　左利き手の者は左右の握力間において，H5年度を除きその差に有意差は認められない。
　各利き手間の左右の握力についてみると，右握力，左握力ともに各利き手の方が強い握力を示し，
H6年度を除き他の年度でその差に有意差が認められる。（P〈、01），（P＜．05）
　各利き手問の利き手・非利き手の握力については，H6年度を除き他の年度でその差に有意差は
認められない。
　2）．利き目と握力
　右利き手の各利き目と左右の握力については，いずれの年度においても利き手の握力が強い傾向
を示し，その差に有意差が認められる。（P＜．01）　各利き目間の握力については，H5年度を除
き他の年度でその差に有意な差は認められない。
　左利き手の各利き目と左右の握力については，いずれの年度も左右の握力間において，その差に
有意な差は認められない。各利き目問の握力については，H4年度を除きその差に有意な差は認め
られない。
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